
（参考）2 0 2 2年購入ワクチンの輸入量について

1月 2月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

ファイザー 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

(累計） 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000 10,000 11,000 12,000

モデルナ 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250

（累計） 1,250 2,500 3,750 5,000 6,250 7,500

合計 2,250 2,250 2,250 2,250 2,250 2,250 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

(累計） 2,250 4,500 6,750 9,000 11,250 13,500 14,500 15,500 16,500 17,500 18,500 19,500

注１ ファイザーは、 1 億 2,000 万回が、１年間で平均的に輸入された場合の数値。小児用のワクチンは、この内数として輸入される。

注２ モデルナは、5,000万回が、上半期に平均的に輸入された場合の数値。追加接種は初回接種の半量になるが、１バイアルあたり15回採取として

計算した数値

（単位：万回）

2022年のワクチンの輸入量について（機械的に、契約量を契約期間で除した場合）
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追加接種のタイミング
（２回目接種時期）

R3.12月
(R3.3月,4月)

R4.1月
（R3.5月）

R4.2月
（R3.6月）

R4.3月
（R3.7月）

R4.4月
（R3.8月）

R4.5月
（R3.9月）

R4.6月
（R3.10月）

R4.7月
（R3.11月）

対
象
者
（
万
人
）(

注
１)

医療従事者等

（約576）
487 89

高齢者

（約3,273）
307 343 2,227 291 57 33 16

一般

（約4,972）
85 158 14 313 1,186 1,461 1,289 466

職域

（約1,155）
170 576 185 204 21

追加接種用のワクチンの配送量について（追加接種前倒し後のイメージ）

（単位：万人）

約4,800万回分を配分（約4,100万回分に加え、700万回分を追加配分）
（ファイザー社ワクチン約2,400＋200万回、武田/モデルナ社ワクチン約1,700＋500万回）

配送日程：ファイザー約1,600万回（2021年内） 武田/モデルナ約1,700万回（2022年1月下旬）
約800＋200万回（2022年2月） 約 500万回（2022年2月上旬）

注 １ 「 医 療 従 事 者 等 」 は 、 令 和 ３ 年 ７ 月 3 0 日 ま で の ワ ク チ ン 接 種 円 滑 化 シ ス テ ム （ V - S Y S ） へ の 報 告 か ら 集 計 し 、 「 職 域 」 を 除 く そ の 他 の
区 分 に つ い て は 、 令 和 ３ 年 1 2 月 1 2 日 ま で の ワ ク チ ン 接 種 記 録 シ ス テ ム （ V R S ） へ の 報 告 か ら 集 計 し て い る 。
「 職 域 」 に つ い て は 、 都 道 府 県 単 位 で 令 和 ３ 年 1 2 月 ５ 日 ま で の V - S Y S へ の 報 告 数 と 上 記 の V R S の 報 告 数 を 比 較 し 大 き い 方 を 集 計 し て い る 。

注 ２ 追 加 配 分 す る ワ ク チ ン の う ち 、 接 種 間 隔 の 前 倒 し で 必 要 な ワ ク チ ン を 超 え る 分 は 、 令 和 ４ 年 ４ 月 の 接 種 対 象 者 数 で 按 分 す る 。

 追加接種については、２回目接種完了から８か月後を念頭に、約4,100万回分のワクチンの配分を11月まで
に提示済み。

 高齢者等の接種間隔の前倒し等を踏まえ、約700万回分のワクチンを追加で配分する。
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 12月17日に予防接種実施規則の一部を改正する省令（令和３年厚生労働省令第192号）を公布・施行。同日から武
田／モデルナ社ワクチンによる追加接種を実施可能。

 今般の運用改善等や留意点も踏まえ、武田/モデルナ社ワクチンによる追加接種を進めてください。

• 20回を超える穿刺は不可。

• 注射針及びシリンジについて、今後配送するワクチンには、１バイアルから15回以上採取可能な組み合わ

せのものを配布（※）。既に配送済の分を活用する場合で、新たに必要があるときは、個別に相談。
（※）針・シリンジは、ワクチン１箱（150回以上接種分）に対して２箱（200回分）を配布

• シールについて、今後配送するワクチンには、20枚付属。ただし、既に配送済の分は、付属するシールが

10枚であることから、追加接種に使用すると枚数が不足。

＜考えられる対応例＞

 ３枚複写の予診票でない場合は、予診票用のワクチンシールを接種済証に貼付

 予診票用のワクチンシールの余剰がない場合は、ワクチンシールをコピーしたものを接種済証に貼付

接種に関する留意点

武田 /モデルナ社ワクチンを用いた追加接種の体制構築

• ファイザー社ワクチンと同様の融通が可能。

 会場間でのバイアル単位での小分け（複数回可能。ただし、再小分けの場合には都道府県に届出。）

 ２～８℃での移送

• 在宅療養患者等への巡回接種の際、シリンジに充填した状態で移送することが可能。

• エビデンスに基づき追加接種の効果と安全性をまとめた情報提供資材を公表。

武田／モデルナ社ワクチンに関する運用改善等
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